




府中市立府中第六小学校改築に伴う基本計画

　本市の学校施設は、昭和 30 年代に既存の木造校舎を鉄筋コンクリート造へ建て

替えるとともに、高度経済成長に伴う人口増加などにより、児童・生徒数が急激に

増加したことで、昭和 30 年代から 50 年代にかけて、新しい学校の建設や校舎の

増築を集中的に行うなど、他の公共施設に先駆け、施設の整備が進められてきました。

　現在、これらの学校施設は建築後 40 年以上が経過し、一斉に老朽化しているこ

とから、児童・生徒が安全・安心に学校生活を送るために、老朽化対策が重要かつ

緊急の課題となっています。

　本市の老朽化対策を着実かつ計画的に実施するため、令和 2 年 2 月に「府中市

学校施設改築・長寿命化改修計画」（以下「計画」といいます。）を策定するとともに、 

各学校の老朽化調査結果（校舎の構造く体及び意匠・設備の状況調査）及び学校施

設の築年数に基づく総合評価から、 学校ごとの整備順序を検討した結果、府中第六

小学校を改築事業の次期実施校に位置付けました。

　府中第六小学校の設計業務を行うに当たり、計画に記載された、市全体の学校施

設の整備方針を踏まえ、新たな学校施設の規模や事業スケジュールを設定するため

の考え方を府中市立府中第六小学校改築に伴う基本構想（以下「基本構想」といい

ます。）として示しましたが、改築事業の実施に当たっては、府中第六小学校がこれ

まで行ってきた教育活動や地域との関わりなどの独自性も踏まえつつ、市全体の学

校施設の整備方針との整合を図る必要があります。

　府中市立府中第六小学校改築に伴う基本計画（以下「基本計画」といいます。）は、

学校関係者と地域住民も交えた府中第六小学校新しい学校づくり検討会（以下「検

討会」といいます。）を開催するなど、これまでの教育活動や地域の伝統、文化活動

に根差した学校独自の取組の現状を整理し、府中第六小学校改築事業の設計業務を

進めていく上での基本的な考え方を示すものです。
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1 基本計画の背景と目的 

（1）背景 

 

（2）目的 
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①　地域活動の拠点として、開かれた「防災広場」を検討します。

②　防災広場と一体となって利用できる地域開放施設を検討します。

③　PTA の活動スペースを用意します。

④　スポーツ団体の方々が使用できるトイレや荷物置場等の整備を検討します。

・学校や地域の活動・歴史を伝える展示・掲示コーナーを設けます。

・記念品や既存樹木などを、できる限り保存する方法を検討します。

①　避難拠点の強化

・避難者の受付及び災害情報を共有できるスペースを地域開放ゾーンに設けます。

・主たる避難所となる体育館の近くに、避難所運営拠点として転用できる部屋を用意します。

・停電時の避難生活を支える補助電源設備を検討します。

・災害時に児童や教職員、学校利用者の安全を確保できる計画とします。

②　防災広場の確保

・避難所となる体育館や地域開放施設、校庭と連携を図れる位置に、防災広場としても機能する、

  多目的に利用できる場を計画します。また、支援物資の荷さばきやトリアージ等が行いやすい

外部スペースを検討します。

③　周辺歩道の整備

・北側と東側の歩道を拡幅し、児童が安心して利用できる通学路として、また地域の方も気軽

   に散歩ができる歩道として整備します。

・北側の歩道や防災広場が、明るく見通しの良い環境となる樹木計画を検討します。

①　軒下空間の整備

・「六小縁日」や「防災キャンプ」の際にも利用できる軒下空間の整備を検討します。

②　畑の再整備

・校庭南側の日当たりの良い場所に、現在と同程度の大きさの畑の整備を検討します。

・畑のそばの使いやすい位置に、農機具等の倉庫の整備を検討します。

・児童や教職員、施設利用者が安全に安心して通行や利用ができるよう、照明を設けて明るい

  アプローチとします。

・人的対応と防犯カメラ等の機械設備を組み合わせた防犯対策を行います。

（５）避難拠点としての整備方針

（６）地域のシンボルとしての整備方針

（７）改築校の特徴をいかした整備方針

（４）地域連携・開放施設の整備方針

（３）防犯対策の整備方針
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